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１．はじめに

次世代静止気象衛星「ひまわり 8号」が 2014年 10月 7日に打ち上げられた。従来と比べ、観測波長帯数、
空間分解能、観測時間において機能が向上している。特に日本域等特定の領域を 2分半毎に観測する機能によ
り、従来の衛星では実用的な情報として入手が困難であった衛星による短時間間隔連続観測が実現した。

本研究は、「ひまわり 8号」が観測した地球表面温度情報から輝度温度を推定し、その結果をほぼ同時刻に
観測した Terra ASTERによる校正温度情報により検証したものである。その結果、両者の間には相関が認め
られるが、「ひまわり 8号」による温度情報は低めに推定されていた。なお、推定値の補正は一次式で対応可
能であった。

２．対象地域と使用データ

「ひまわり 8号」により 2015年 12月 4日 10時に観測された画像から関東周辺領域を抽出し、緯度経度座
標に位置合わせした。「ひまわり 8号」は熱赤外域に観測波長帯 6（バンド 11～ 16）を有し、地表面温度を
観測している。また、気象庁より観測値から大気表層の放射輝度への変換係数が提供されている。一方 1999
年に打ち上げられた Terra/ASTERは熱赤外領域に観測波長帯５（バンド 10～ 14）を有し、校正した温度情

Fig.1 「ひまわり８号」Band 14画像（2015.12.4観測) Fig.2 Terra/ASTER画像（RGB=B321）

Fig.3 テストサイト（「ひまわり８号」推定温度画像、Terra/ASTER温度画像（90mおよび 1km））
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報の提供（処理レベル L2B03）が行われている。Fig.1,2に観測画像を、Fig.3に幾何補正したテストサイト
の「ひまわり８号」推定地表面温度画像、および Terra/ASTER（温度画像と 1km平均化画像）を示す。
３．地表面温度推定と検証

「ひまわり 8号」熱赤外データは以下の手順で放射輝度(I)、輝度温度(T ｅ)に変換できる。気象庁より提供

される各係数を Table 1に示す。
Table 1 輝度温度推定のための係数

検証のため、土地被覆状況の異なる５地区（a.市街地、b森林、c.裸地、d.水域、e.海域）を選定し、各地区
5 km× 5 km程の代表地区にて、観測値の平均値を求め地表面温度を推定した。Table 2に各検証地区の推
定温度および ASTER画像の平均温度を示す。相関係数はどのバンドも高かったが推定値は低めの傾向にあっ
た。特に Band 12、16は他のバンドに比べ、傾きも小さく切片も-77°、-44°であった。（観測波長帯域に
O2、CO2による吸収帯を含むためと思われる）

Table 2 検証地区の観測値および回帰分析結果

４．結果と展望

AHIによる観測温度は低めに推定される傾向にあった。これは大気の影響が ASTERよりも大きいためと
思われる。しかし両者の間には高い相関関係が認められ、一次回帰式により正確な温度推定が可能と思われる。

今後は他の地域や観測日の異なるデータを使った検証を行うと共に、複数バンドを使った簡単な大気補正（ス

プリットウィンドウ法）について調査する予定である。
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I ＝ gain × ＤＮ × offset (1)

(2)

ＤＮ：観測値

offset、gain：気象庁から提供される係数

Tｅ：有効温度 λ：中心波長

h,c,k：定数 c0,c1,c2:提供される係数

Te(λ ,I)=
kλ
hc
･

ln (
λ 5 I
2hc2

+1)

1

Tb = c0 + c1Te + c2Te2
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